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Wilsonの臨界現象に関する一連の研究内容,評価,解説などが既に文献 1)などに簡
素にまとめられておりますが義務ゆえに簡単に内容を紹介 します｡
Wilsonは論文 Ⅰ(前論文 )でKadanoff-Widomの scaling 則をくりこみ群に結び
つけて,固定点理論を展開し,論文 丑で一般化された Ising スピン系を例に採って,ど
のような方法でくりこみ群のLie方程式を導びくか,画定点理論を用いて臨界現象を表わ
す指数 をどのように求めるか,簡単なmodelでの粗い近似計算で 符.γ.yがどんな値で
得 られたか,Wilsonの方法の問題点, などを論 じている｡但 し,外部磁場のある場合,
転移点より低い温度領域,或は,二次元の場合などは考慮外においてる｡
〔-般化された Isingスピン系の分配関数 〕
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系の熱力学量を求めることは (1)式の integrand を直交化できる積分変数をみつける
ことに帰する. (1)式で )とKがともにゼロでないとき純粋な運動量或は位置空間 (m-s
or∫-S)で integrandを factorizeできない｡ そこで運動量と位置の混合空間表示を
用いて











相転移の性質は波数 kがゼロのところの性質によって決まり,m-Sと r-S の体積の積
が単位体積であることを考慮 してp-sを
≡:AeeFpPq:; 2三-elミt芸一三22:2~g (2く 柑 negl.)) i-0,.,(･;･,,-
で分ける｡ 〔m-Sとr-Sを独立に考えているのは古典的括像による｡〕p-Sを分割する
長さの比は2± 1に限定する必要はな′く(2)式がなりたつ範囲で自由に選べる｡以上の変数









































p-Oのセルについて積分 した後 も(4), (6)式が原形を再現しているようにスピン変
数変換
si -a~1S→
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を行い次の記号
(α : 定数 )







を導入する｡更に, p-1, 2, ････,Cのセルについて順次積分すれば次の関係式
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(12)
で表わされる ｡ (9)式を6-0,1,2,････,-まで繰返し計算して (12)式 を用いる
と系の自由エネルギが得 られ る｡
〔くりこみ群の微分方程式 との関係〕
前節で得られた反復式 (9)の く'りこみ群との関 係 を 調 べ る 目 的で元のスピン変数 S→
に次の変換














の有効Hamiltonianとブロック･スピン変数に夫々対応するo aeは Ⅰでの "scale
factor"に類似のもので, 反復式 (9)は無数の i`rrelevantparam占ters"をもっく
りこみ群の微分方程式に対応するo固定点理論に従 うとT-Tc で反復式の解は,Eに無
関係にPi,(S)=Pc(S),Ke-Kc forallC が成立っo以下では αe=2即ちKe-









Q州 (Zト Qc(Z)=J三 T(Z ,y)〔Qe(y)-Qc(y)〕dy. (18)
(9)式とx-2×2-也/2Zを用いると









8-Kc-Kとx～ EIVyk～ 8-γの依存関係で結ばれ, γ-2/yk が得られる｡又,相
関距離 は E～ e"yk～ 6-y即 ち レ～Vykで与えられ, ワニ0であるo
Gaussモデルで解析的に, yk=2, γ-1, y=0･5が得られ, (1)式の )の項を
Gauss モデルからの小さなずれとみなして摂動法を使って同様な議論を行っているが,
更に詳 しい議論が文献2)に展開されているのでそれらに譲る｡









(∨) Widom-Kadanoff のスケイリング別が上述の定性的な解析に対 して成立つか
どうか ?
(vi) rjs,m-Sを_fl の比で区分 したが, "2'?にまつわる問題.
を指摘 したが,既に,文献 2.日こよって解決されたところもある.
最後に,Wilsonによって導びかれた反復式が正確に成立っ系をBakerが文献 3)で議
論 している･こと,Wilsonの方法が,液晶,He, その他多くの系の相転移に広 く応用さ
れはじめたことを附記 しておく｡
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Wilsonの renormalizationgroupの方法で得られた recursionformulaを 8-d
-4(dは次元数 )というパラメータで展開 して臨界指数を求める｡
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